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１．当期連結決算においては、連結子会社・持分法適用会社は2007年1月～12月末の業績、フェローテック単体は、2007年4月～2008年3月
末の業績を連結しております。

２．本資料は、2008年3月期決算の業績に関する情報の提供を目的としたものであり、本資料は2008年5月23日現在のデータに基づいて作成
されております。本資料に記載された意見や予測等は、資料作成時点の当社の判断であり、予告なしに変更されることがあります。

株式会社フェローテック

2008年3月期決算説明会資料
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2008/3期

売上高 366億円

当社グループの産業別売上高

電子デバイス
15%

太陽電池
17%

産業機械その他
13% 半導体・ＦＤＰ

54%

2009/3期（計画）

売上高 400億円

電子デバイス
14%

太陽電池
32%

産業機械その他
11%

半導体・ＦＤＰ
43%

セグメントを越えた産業別販売先
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ＣＭＳ

37.8%

電子デバイス

14.0%

装置関連

48.3%

セグメント別売上高の推移

09/3期(計画）
構成比

21,105 23,946 36,625 40,000

年度売上高
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石英製品のＯＥＭが順調

装置関連事業
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真空シール関連事業の状況と今後の見通し

１. 08/3期の業績

・ 半導体設備投資は、上期好調も下期から調整
・ 下期からアジアのFPD関連設備投資が再開
・ 太陽電池薄膜装置向け受注始まる

・ 北米市場は、好調継続で終了

・ フェローテック韓国を設立し営業を開始

2. 09/3期の見通し

・ 米国は、半導体の受注が減少するが、太陽電池向

けの受注が増加
・ 日本・アジアのFPD関係の受注増加
・ 国内太陽電池薄膜装置向けも上昇中

・ 欧州市場も太陽電池向け受注が好調

自社引上装置向けが増加し、設備増強計画

チャンバー・フランジなど真空部品も好調
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注）産業用：産業用真空装置、その他：航空、医療、科学など

真空シール関連事業の販売先業種別シェア

産業用
20% 半導体

49%

ＦＰＤ
22%

その他
9%

産業用
14%

半導体
37%

その他
16%

ＦＰＤ
18%

太陽電池
15%

2008/3期

売上高 57.6億円

2007/3期

売上高 56.1億円
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石英製品の状況と今後の見通し

１. 08/3期の業績

・ 国内外の300ｍｍ大型設備投資継続による

300ｍｍ製品の安定受注

・ 米国OEM向け好調維持と中国市場の更なる拡大

・ フェローテック台湾による現地ファウンドリー から
の受注開始

2. 09/3期の見通し

・ メモリー価格の下落、300m設備投資の延期と
縮小による 300mm製品の急減速

・ TPSと洗浄装置の国内大手OEM向けの

受注激減、回復は下期以降と予測

対策：

・ 米国大手OEMの中国生産増によるシェアアップ

・ 台湾子会社による台湾ファウンドリー市場の拡販

・ 日本・中国でのPVセル市場の販路拡大
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アジア
5%

中国
3%
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23%
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69%
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売上高 53.0億円
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売上高 72.1億円

石英製品の国別販売先シェア
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下期にサーモモジュールの拡大を予想

電子デバイス事業

ＦＦＢ
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サーモモジュール製品の状況と今後の見通し

１. 08/3期の業績
自動車温調シート

・ ヨーロッパ車３種のモデルが増加し順調に推移

その他の産業

・ 半導体機器向け、バイオ・医療向けが牽引
その他の産業用途なども堅調に推移

2. 09/3期の見通し
自動車温調シート
・ 原油高と米国経済低迷により（SUV）の販売落込む
ロシア・中国向けが伸張するも１桁成長の見込み

その他の産業

・ 医療、バイオ、民生など各分野から高性能製品の
引合いあるが大型受注先送り

対策：

・ 原材料高騰に対し、顧客へ価格転嫁要請中

・ 組立自動化は進行中
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サーモモジュールの業種別販売先シェア
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理科学
3%

2008/3期
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米国、日本、さらに欧州メーカーもＣＣＳを採用
ＣＣＳ採用モデル（2008年3月現在・アメリゴン社HPから抜粋）

モデル名

1 L in c o ln  Navigato r  S UV

2 Fo rd Expe dit io n  S UV

3 L in c o ln  Aviat o r  S UV

4 L in c o ln  LS  lu xu ry se dan

5 Me rc u r y Mo n te r e y m in ivan

6 L in c o ln  Ze ph yr  lu xu r y se dan

7 Cadil lac  X LR  r o ads te r

8 Cadil lac  Esc a lad

9 Cadil lac  Esc a lade  EX T

10 Cadil lac  Esc a lade  ESV

11 Cadilac  DTS  lu xu r y se dan

12 Bu ic k  Lu c e rn e  lu xu r y se dan

13 Hyn dai Equ u s  lu xu r y se dan

14 I n fin it y M4 5  lu xu r y spo r t s  se dan

15 I n fin it y Q 4 5  lu xu r y se dan

16 N issan  C ima lu xu r y se dan

17 N issan  Fu ga m id- s ize d se dan

18 Le xu s  LS  4 3 0  lu xu r y se dan

19 To yo ta Ce ls io r  lu xu ry se dan

20 To yo ta Ce n tu r y lu xu r y l imo u s in e

21 Le xu s  LS  4 6 0  lu xu r y se dan

22 Le xu s  LS  4 6 0 L  lu xu r y se dan

23 Ran ge  Ro ve r  S UV

24 Jagu ar  X J  Lu xu ry se dan

25 Le xu s  LS  6 0 0 h  L  lu xu r y h ybr id se dan

26 Jagu ar  X F  M id- s ize  spo r t s  se dan

27 L in c o ln  MK S

28 Hyn dai Ge n e s is

29 Le xu s  LX  5 7 0

アメリゴンのＣＣＳ装着実績
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CMS各種
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5,427 6,420 7,370 7,730

売上高の推移

11,847

シリコンCMS

CMS各種

シリコンCMS

太陽電池用
製造装置

太陽電池用
製造装置

ＣＭＳ事業内容

受託製造品各種、単結晶引上装置、ウエーハ加工 等

１. 08/3期の業績
シリコンCMS：
・ ６インチに集約のため加工枚数が減少

装置部品洗浄：

・ 半導体及び液晶ファウンドリー向けが好調

工作機械製造：

・ 日本の工作機械メーカーから受注堅調

２. 09/3期の見通し
シリコンCMS：
・ 半導体市況が調整中のため減少を予測

装置部品洗浄：

・ 半導体向け減少も液晶が堅調で横ばいと予測

工作機械製造：

・ 台湾メーカーからの受託生産を停止

その他

・ 収益性の低い受託製品から撤退
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１. 08/3期の業績

太陽電池シリコン製造装置：

・ 中国主要セルメーカーからの大口受注に加え、

追加受注が増加、顧客の需要は依然として強い

下期から出荷が順調に推移

シリコン単結晶：

・ 原材料不足は続いたが、受注は引き続き活発

坩堝：

・ 順調に拡大中、生産設備も増設中

2. 09/3の見通し
太陽電池シリコン製造装置：

・ 多結晶製造装置の受注始まる

・ 単結晶引上装置の出荷は順調に進む見通し

・ ワイヤーソー事業に参入し、顧客需要に対応

シリコン単結晶：

・ 原材料の増産による受注増加の見通し

坩堝：

・ 引上げ装置の出荷増に伴い、大幅増産中

売上高の推移

2,194

143
930

2,775

657

1,206

6,500

1,700

2,000

0

4,000

8,000

12,000

07/3期 08/3期 09/3期（計）

(百万円）

太陽電池関連事業の状況と今後の見通し
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08/3上 08/3下 09/3上（計） 09/3下（計）

4,638 10,200

5,8354,365

3,267

2,5042,134

シリコン

シリコン

坩堝

坩堝

太陽電池用
製造装置

太陽電池用
製造装置
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太陽電池関連製品（シリコン単結晶）

太陽電池用シリコン
単結晶引上装置

太陽電池用シリコン単結晶

シリコンの単結晶引き上げ

事業別の取組

単結晶引上装置事業

・ 生産能力の強化 月産 30台から40台規模へ

・ 主力機種の8インチ専用135Kｇチャージ機から

150Kチャージ機を０８年中に発売予定

単結晶引上サポート事業

・ 装置用るつぼ（消耗品）の製造・出荷順調

・ 装置用カーボン部品（定期交換）の製造・出荷

太陽電池用シリコン単結晶引上事業

・ 上海でシリコン単結晶を製造・販売

・ 原材料顧客支給での製造請負を実施

・ シリコン単結晶の製造能力を倍増する計画
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太陽電池関連製品（シリコン多結晶）

太陽電池向け多結晶製造装置

シリコン多結晶

キャスティング法

事業別の取組

多結晶製造装置事業

０８年の業績の牽引役として期待

・ 生産能力の強化 今期中に月産 10台規模へ

・ 270Kg/450Kgチャージ２機種を製造・販売

・ 大型装置が主流

・ 単結晶引上装置の顧客も多結晶製造を開始

・ 自社製造ホットゾーン搭載
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太陽電池関連製品（ワイヤーソー）

事業別の取組

単結晶／多結晶シリコンインゴット・スライス装置
高速回転する極細ワイヤーにスラリーと呼ばれる砥粒と分散液
を混合した加工液を流し、シリコンインゴットスライス。

東京製綱グループとの提携事業

・ 生産能力 月産 10台規模へ

・ ７月から受注開始

・ 単結晶引上装置３台に付き１台必要

・ 多結晶製造装置１台に付き１台必要

ワイヤーソー
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太陽電池関連製品 今後の戦略

セルの種類

単
結
晶

多
結
晶

薄
膜
系

太
陽
電
池
の
モ
ジ
ュ
ー
ル
組
立
へ

セルの種類 インゴット製造 インゴット切断・スライス

ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル

シリコン系セルにはインゴット製造から切断・スライス迄の装置を製造・販売
薄膜系には機能部品【真空シール】を供給しています
顧客のニーズに対応し、装置の設置から操業迄をトータル的にサポート

セル製造工程

出所：太陽光発電協会HP
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太陽電池関連製品 参考資料

太陽電池産業の市場規模予測
（単位：MWp） （百万ユーロ）

出所：ＥＰＩＡ

中国は今後更に成長と予測

出所：ＥＰＩＡ
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(百万円）

業績比較（08/3期と09/3期）

構成比(%) 構成比(%) 増減額 増減比(%)

売上高 36,625 100.0 40,000 100.0 3,375 9.2

真空シール・部品 5,768 15.7 5,900 14.8 132 2.3

石英製品 7,214 19.7 6,000 15.0 △ 1,214 △ 16.8

ＥＢ－ガン・その他 2,854 7.8 2,500 6.3 △ 354 △ 12.4

坩堝 657 1.8 1,700 4.3 1,043 158.8

シリコン製品 2,675 7.3 3,200 8.0 525 19.6

装置関連事業 19,168 52.3 19,300 48.3 132 0.7

サーモモジュール 5,031 13.7 5,000 12.5 △ 31 △ 0.6

磁性流体・FFB 578 1.6 600 1.5 22 3.8

電子デバイス事業 5,609 15.3 5,600 14.0 △ 9 △ 0.2

CMS事業 11,848 32.3 15,100 37.8 3,252 27.4

（シリコンCMS） 5,547 15.1 4,600 11.5 △ 947 △ 17.1

（太陽電池用製造装置） 2,775 7.6 6,500 16.3 3,725 134.2

売上総利益 10,640 29.1 11,013 27.5 373 3.5

販 管 費 7,583 20.7 7,813 19.5 230 3.0

営業利益 3,057 8.3 3,200 8.0 143 4.7

経常利益 2,415 6.6 2,500 6.3 85 3.5

当期純利益 1,903 5.2 1,650 4.1 △ 253 △ 13.3

設備投資額 2,449 - 2,500 6.3 51 2.1

減価償却費 2,144 - 2,200 5.5 56 2.6

08/3期実績     09/3期計画
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(百万円）

業績比較（09/3期上期と下期）

構成比(%) 構成比(%) 増減額 増減比(%)

売上高 18,600 100.0 21,400 100.0 2,800 15.1

真空シール・部品 2,757 14.8 3,143 14.7 386 14.0

石英製品 2,727 14.7 3,273 15.3 546 20.0

ＥＢ－ガン・その他 1,241 6.7 1,259 5.9 18 1.5

坩堝 715 3.8 985 4.6 270 37.8

シリコン製品 1,340 7.2 1,860 8.7 520 38.8

装置関連事業 8,780 47.2 10,521 49.2 1,741 19.8

サーモモジュール 2,148 11.5 2,852 13.3 704 32.8

磁性流体・FFB 302 1.6 298 1.4 △ 4 △ 1.3

電子デバイス事業 2,450 13.2 3,151 14.7 701 28.6

CMS事業 7,370 39.6 7,730 36.1 360 4.9

（シリコンCMS） 2,358 12.7 2,242 10.5 △ 116 △ 4.9

（太陽電池用製造装置） 2,930 15.8 3,570 16.7 640 21.8

売上総利益 5,264 28.3 5,749 26.9 485 9.2

販 管 費 3,763 20.2 4,050 18.9 287 7.6

営業利益 1,500 8.1 1,700 7.9 200 13.3

経常利益 1,050 5.6 1,450 6.8 400 38.1

当期純利益 700 3.8 950 4.4 250 35.7

09/3期上期計画    09/3期下期計画
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設備投資額/減価償却費のグラフ（03/3-09/3）
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装置関連

電子デバイス

ＣＭＳ

営業利益率

装置関連は好調を持続

電子デバイス、ＣＭＳともに回復基調

セグメント別営業利益率の推移

（電子デバイス）

（CMS）
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当社グループの売上推移

1999年 売上56億円
元親会社米国ＦＦＣ社を
ＴＯＢにて子会社化

1996年 売上36億円
ＪＡＳＤＡＱ市場に上場

1987年 売上24億円
米国会社からＭＢＯで独立

09/3 計画
400億円

(百万円）
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上海工場

杭州工場

売上高 366

杭州第２工場（３万㎡）
生産品目
1999年稼働

上海第２工場（２万㎡）
生産品目
2001年稼働

杭州第３工場（４万㎡）
生産品目
2005年稼働

上海第３工場（３万㎡）
生産品目
2006年稼働

中国の生産能力について
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営業活動ＣＦ 投資活動ＣＦ 財務活動ＣＦ

(百万円）

スイスフラン建ＣＢ
発行（約19億円）

99.7%の償還
（2008年3月）

公募増資
2,191百万円

キャッシュフローの推移

自己株式取得
1,170百万円
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事業所地域別の売上高推移
(百万円）

各地域で拡大

三地域で売上高が拡大
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過去のM&Aと提携、およびグループ再編の実績・・・製造技術を持つ先の子会社化や事業拡大のための提携

Ｍ＆Ａ・アライアンス・グループ戦略

時期 M&A・アライアンス・グループ戦略 具体的な内容

2008年 5月 東京製綱㈱とのワイヤソー事業の提携及び
合弁会社設立

東京製綱㈱とフェローテック本体を含むグループ会社４社で、日本国外におけるワイヤ
ソー製造販売事業に関する共同事業展開の事業提携と合弁会社設立の合意

2008年 3月 住金ｾﾗﾐｯｸｽ･ｱﾝﾄﾞ･ｸｵｰﾂ㈱の株式取得
（子会社化）に係る基本契約書の締結

住金ｾﾗﾐｯｸｽ･ｱﾝﾄﾞ･ｸｵｰﾂ㈱のｾﾗﾐｯｸｽ事業以外にかかる事業を新設分割させた後の
存続会社株式の90%相当を2008年9月末までに取得･子会社化する基本契約書締結

2007年 12月 韓国に合弁で組立販売会社設立 太陽電池製造装置製造のため、現地企業と合弁で「CMCフェローテック.」を設立

2007年 ４月 韓国に合弁で製造会社設立 真空シール製造のため現地企業（KSMC社）と合弁で「Ferrotec Korea Co., Ltd.」設立

2006年 11月 子会社の吸収合併および清算 真空シール製造のフェローテック精密を吸収合併。子会社2社を清算(12月）

2006年 9月 台湾に合弁で販売会社を設立 地元資本と合弁で、真空シールの販売とメンテナンスを行うフェローテック台湾を設立

2005年 12月 米国ＬＴＤ Ceramics社と合弁会社設立 中国でセラミックス製造のための合弁会社を設立

2005年 7月 ロシアNORD社の株式を取得 ペルチェ素子の製造・販売会社を連結子会社化、世界シェアを拡大

2005年 5月 韓国KSM社と事業提携 真空シール、半導体製造装置関連製品の相互販売提携

2004年 10月 英Advanced Fluid Systems社から営業権
取得

同社から欧州の真空シール事業の営業権を取得

2004年 7月 独ｱﾌﾟﾗｲﾄﾞﾌｨﾙﾑｽﾞ社と独占供給契約締結 同社向けに当社真空シールを独占的に提供

2003年 10月 石英製品製造のアリオンテックと業務提携
及び資本提携

石英製品の研削加工技術を持つアリオンテック社と技術提携し、中国における石英
製品の製造技術を強化

2002年 7月 三菱電線工業と合弁会社を設立 リチウムイオン電池製造・販売の合弁会社を設立し、三菱電線の同事業を移管

2002年 2月 東芝セラミックス・三井物産と提携しシリコン
ウェハーの受託製造を開始

CMS事業として同社シリコンウェハー製造設備を中国工場に移管、同社向け製造受託

2002年 2月 シリコンインゴット製造のテクノシリコンを
子会社化

単結晶シリコンインゴットの製造技術・営業権をグループで取得


